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令和６年度 第２回野洲市社会教育委員会議 

 

日付 令和６年９月 20日（金） 

時間 14時 00分～16時 00分 

場所 人権センター２階 じんけん交流研修室 

参加者 

【出席】佐敷惠威子、小澤郁乃、永石 利行、鷲田 新介、冨田 由紀子、上田 智子、 

西川 典子（委員７名） 

北脇教育長、田中教育部長 

生涯学習課：行俊次長、西川参事、若井課長補佐、田中（事務局６名） 

【欠席】宇野 比呂久、板倉 祥浩（委員２名） 

【傍聴】１名 

 

概要 

【１.開会】 

・本会議は議事録作成のため録音・写真撮影を行い、公開とする。 

 

【２.教育長あいさつ・委嘱状交付】 

・教育長あいさつ 

・委嘱状交付 

 

【３.議事】 

（１）委員長、副委員長の選出について 

・事務局案を求める声があったため、委員長を佐敷委員、副委員長を小澤委員とする案を提案。 

→委員の賛成により決定。 

 

（２）令和６年度野洲市の教育について 

〔北脇教育長〕 

・「令和６年度野洲市の教育」について、「はじめに」（１頁）から「１.令和５年度をふりかえって」

（６頁）を説明。 

・令和６年度は、幼稚園４園のコミュニティ・スクール設置や学校校舎の大規模改修などの施設整

備、少年センターやすサテライトの開始（10月 1日から）などを行っている。 

 

・委員質問 

・教員の人数不足への対応や、今後の学校プールや水泳授業について 

  →教育委員等と相談しながら検討している難しい問題である。教員の人数不足については県に

も要望している。 

・さざなみホールと文化ホールの存続について、生涯学習の場の確保について 

  →この場ですぐに回答することは難しい問題であるが、改修工事期間中にホールが使えなくな

ることについては心配しているところである。 
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（３）社会教育委員について 

〔事務局〕 

・滋賀県社会教育委員連絡協議会が作成しているハンドブックに沿い説明。委員同士で繋がりをも

ち、社会教育・生涯学習の活動を広げていただきたい。 

 

（４）意見交換「野洲市の教育・生涯学習の現状と課題について」「社会教育委員としてそれぞ

れができること」「議題テーマについて」 

〔各委員意見〕 

・学校では学ばないことを教える機会や、学び以外の体験をする場も大切である。また、先日参

加した近畿地区社会教育研究大会にて、まち全体で子どもの夢を応援する取組について聞いた

が、現状、地域によってはなかなか難しいことである。 

・高専や企業と連携した学びが行われている。学校以外の方とどう関わっていくかが課題である。

コミュニティ・スクールでの取組を地域にも広げていきたいが、協力してもらうことが難しい。 

・地域で気軽に相談できる繋がりがないことが問題であると思う。地域の協力によってできるこ

とが増えていくのではないか。体験の二極化も感じる。地域には子どもと高齢者の結びつきな

どが眠っている。それを引き出せるようにしていきたい。 

・地域の中では広がりのある活動もある。人との繋がりを感じる地域づくりを市全体に広げたい。 

・教員の人数不足について、先生を応援する力が大切であると思う。また、大人でも絵本の楽し

さを知ってもらうことが子どもの読書活動の推進にも繋がる。 

・困った時にすぐそばの人に相談できる環境をつくっていきたい。子どもが地域の人と話す場で

は、子どもの前向きな意見に大人も目が輝き、子どもにとっても話を聞いてもらう良い経験に

なる。 

・地域でのボランティア活動の経験から、その地域で働く人がいる。自分が子どものころにやっ

てきたこと、やってもらったことが忘れられずに、その地域に向かう動機になる。 

 

（５）第３期野洲市生涯学習振興計画の進行管理について 

〔事務局〕 

・令和６年度からの計画である。次回以降、進行管理について議題にあげさせていただく。 

 

【その他】 

〔事務局〕 

・報告：第４次野洲市子どもの読書活動推進計画の策定状況について 

・８月に第１回の策定員会を開催し、新規追加事項等、計画策定の方向を確認した。 

・報告：令和６年度滋賀県社会教育委員連絡協議会について 

  ・各市町１名理事を選出しており、佐敷委員にお引き受けいただいた。 

 

【閉会】 

 

 


